
オオカミが描かれたお札 （岐阜県恵那市串原　中山神社）《個人蔵》
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会　場：市立大町山岳博物館　特別展示室

祝金 日

開館時間： 11月まで   9:00-17:00（最終入館は16:30まで）
 12月から 10:00-16:00（最終入館は15:30まで）
休 館 日： 月曜（月曜祝日の場合はその翌日）、年末年始
入 館 料： 一般 450円（400円）、高校生 350円（300円）、
 小中学生 200円（150円） ※（　）内は30名以上の団体料金
主　　催： 市立大町山岳博物館



　国内でも希少な絶滅種の剥製等を展示します。
　日本では、古来より動物を生活の道具として利用したり、愛玩用として飼育したり、害獣と
して忌避したり、また敬う対象として扱ってきました。しかし、明治維新を境として、短期間で
多くの動物種が絶滅する事態が見られるようになります。その大きな要因は、毛皮目的の乱獲や、
開発等による環境破壊などの人間の影響が大きいことが考えられています。現在も絶滅の危機
に瀕している動物は多く見られ、国や動物園等では保全の取り組みが行われています。
　大町市周辺でも他の地域同様に、近代に入って絶滅した動物が存在します。しかしながら、
その動物たちについて触れられる機会は多くありませんでした。
　本企画展では、近代における大町市や旧北安曇郡に生息していた絶滅動物とその時代の人と
の関わり、そして現在絶滅の危機に瀕している動物などを中心に、剥製等の実物資料を用いて解
説します。絶滅動物や、それらが絶滅した背後にあった人間の行動に目を向けることは、動物と
の向き合い方を考えることに繋がり、それは現生動物を保全するための重要な視点となりえます。

ライチョウ《当館蔵》絶滅危惧種

ギフチョウ（大町産）《当館蔵》
大町市内では、昭和40年頃以降
目撃情報なし

ブッポウソウ（大町産）《当館蔵》
現在、北安曇郡内での目撃情報は
見られない

タガメ（大町産）《当館蔵》
県内絶滅種

関連イベント

アクセス
①JR大糸線・信濃大町駅からタクシー5分 徒歩25分。 ②長野自動車道・安曇野ICから約40分。
③北陸自動車道・糸魚川ICから約95分。 ④上信越自動車道・長野ICから約80分

■担当学芸員によるミュージアムガイド 11月3日㊎・㊗、12月2日㊏、1月7日㊐
　　各日：10:30～、14:30～の２回（20分程度、内容は同一）
　　会場：当館１階 特別展示室　　　申込：不要　　 費用：通常の観覧料
■講演会「ニホンオオカミを探し続けて50年」 11月11日㊏  13:30～15:30
　　講師：八木 博（ニホンオオカミを探す会代表）　会場：当館１階 講堂
　　申込：10月5日～当館に電話、FAX、メール　　　定員：40名（先着順）　費用：無料
■共催イベント「信州の昆虫を食べよう！！」 12月9日㊏  9:00～12:00
　　会場：長野県山岳総合センター　申込：0261-22-2773（山岳総合センター）
　　定員：20名（先着順）　　　　  費用：300円/人　　　主催：長野県山岳総合センター
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絶滅動物が、この地域の過去を語る

ヤマイヌのキバ
（イヌ科動物の上顎吻端部、江戸末期～
明治初期、旧北安曇郡産）《当館蔵》

ニホンオオカミ頭骨《長野県上田高等学校蔵》 トキ（大町産、大町市指定文化財）《当館蔵》 ニホンカワウソ《愛媛県総合科学博物館蔵》


